















たな講習として普及を開始した。平成 25 年の受講者数は 95,483 人、
５か年で約 46 万人が受講した。今回、開始後５年が経過し評価の
ため、受講者及び指導員にアンケート調査を実施したので報告する。
【方法】平成 25 年 9 月 ～ 10 月、全国支部が開催した講習の受講者
及び指導員にアンケ－ト調査






































おける幼児安全法講習の受講者数は 67,080 人 ( 開催回数 2,855 回 )
で過去最高であった。講習の開催先は、地区・分区、地域奉仕団が
22%、幼稚園・保育園が 22%、公的団体が 22% とともに多く、続
いて企業 3% の順であった。本講習の中でも平成 23 年度に開始し
た「乳幼児の一次救命処置」講習の受講者数は 41,585 人 ( 開催数 1,689
回 ) であり、開催先は赤十字関係団体・施設 28.2%、幼稚園・保育
園が 26.2%、公的団体 24%、学校 5.7%、企業 2.5%、町内会・自治
会 3% の順であった。また、ワ－クショップ形式で全国展開してい
るコ－プ共済連とのタイアップ講習は、平成 25 年度までに全国 26


















































[ 背景および目的 ] 当院では 2010 年よりバレニクリンによる禁煙外来
を行ってきた。2010 年 1 月より 2013 年 12 月までの 4 年間における
当院禁煙外来の現状を報告し、検討を行った。
[ 対象 ]4 年間に当院禁煙外来にて治療した 97 例。年齢は 22 ～ 85 歳
（平均 58.4 歳）。男性が 67 例、女性が 30 例。BI は平均は 779。TDS
は平均 7.1 点。基礎疾患を 68 例に認め、COPD が 22 例、虚血性心疾
患が 10 例、高血圧が 7 例、糖尿病が 6 例、間質性肺炎が 5 例だった。
精神疾患合併例を 13 例（うつ病が 9 例、統合失調症が 3 例、神経症
が 1 例）に認めた。
[ 結果 ] 年別患者数は 2010 年が 25 例、2011 年が 42 例、2012 年が 17
例、2013 年が 15 例と受診者数の減少傾向を認めた。禁煙外来受診理
由として健康のため（53 例）、基礎疾患の治療目的（39 例）が多かった。
97 例中治療完遂例が 77 例（79％）、治療中断が 20 例（21％）であった。
禁煙成功者は 63 例で、成功率 65％であった。精神疾患合併症例の禁
煙成功率は 54％（13 例中 7 例）と非合併例と比較してやや成功率が
低下した。有害事象は 27 例に認め、嘔気が 33 例、便秘が 15 例、精




[ 考察および結語 ] 当院では近年禁煙外来受診者が減少傾向を示した。
精神疾患合併例の禁煙成功率は 54％と全体と比較してはやや低かっ
たが、禁煙に成功出来た症例が半数近くいることから、精神疾患症例
においても禁煙治療を考慮することが重要と思われた。禁煙成功例に
おいても禁煙外来最終日で 54％が「喫煙したい」と答えており、今
後喫煙再開の可能性を考慮し、外来終了後も定期的にフォローアップ
すべきと考えた。
